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１ はじめに 
化学物質の中には私たちの生活に利便性をもたら

す一方，微量でも生物に悪影響を及ぼす可能性があ
る物質も存在している。平成10年に環境庁が作成し
た｢外因性内分泌攪乱化学物質問題への環境庁の対
応方針について－環境ホルモン戦略計画 SPEED’98
－｣１）（以下，SPEED’98）でも，｢内分泌攪乱作用を
有すると疑われる化学物質｣（以下，環境ホルモン）
として65物質が挙げられている。当研究所では，こ
れら65物質を中心に，川崎市内の水域における環境
ホルモン濃度の実態を把握することを目的として，
平成10年度から川崎市内の河川，海域における化学
物質濃度分布調査を実施している。 
 
２ 調査方法 
2.1 調査項目 
調査項目を表１に示す。 
SPEED’98に挙げられている物質を中心に，プラス

チックの可塑剤として使用されるフタル酸エステル
20物質及びアジピン酸ジ-2-エチルヘキシル，農薬14
物質の合計35物質を調査項目として選定した。 
 

 
表１ 調査項目 

 
2.2 調査地点 
調査地点を図１に示す。 
川崎市域の海域及び河川を調査対象とした。海域
については，川崎港内の運河の配置等を考慮し 14
地点（地点 No.1～14）を調査地点とした。河川につ
いては，流域や合流地点等を考慮し 8 地点（地点
No.15～22）を調査地点とした。 

図１ 調査地点 

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル フタル酸ジメチル
フタル酸ブチルベンジル フタル酸ジイソプロピル
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地点No. 　　調査地点名 地点No. 　　調査地点名
1 末広運河先 12 京浜運河扇町
2 大師運河先 13 扇島沖
3 夜光運河先 14 多摩川河口先
4 桜堀運河先 15 三沢川・一の橋
5 池上運河先 16 五反田川・追分橋
6 南渡田運河先 17 二ヶ領本川・堰前橋
7 浮島沖 18 二ヶ領用水・今井仲橋
8 千鳥町沖 19 平瀬川・平瀬橋
9 川崎航路 20 麻生川・耕地橋
10 京浜運河千鳥町 21 真福寺川・水車橋前
11 川崎港防波堤沖 22 矢上川・日吉橋
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2.3 試料採取日 
海域試料（地点No.1～14）は平成12年8月23日～24
日に，河川試料（地点15～22）は平成12年9月20日に
採取した。 
 
2.4 調査対象 
各調査項目について，水質及び底質を調査対象と
した。ただし，五反田川・追分橋，二ヶ領本川・堰
前橋及び二ヶ領用水・今井仲橋の3地点は底質の採取
が困難であったため，底質試料の分析は行わなかっ
た。 
 
2.5 試料採取方法 
水質試料については，ステンレス製の採水器を用
いて表層水を採取した。底質試料については，エク
マンバージ採泥器を用いて底質表面の泥を採取した。 
 
2.6 分析方法 
｢外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル｣

２）に記載されている水質，底質の分析法に準じて分
析を行った。 
 
３ 結果 
3.1 水質 
水質試料の調査結果を表２に示す。 
フタル酸エステルでは2物質が検出された。濃度は，
フタル酸ジ-2-エチルヘキシルが＜0.5～9.2μg/l，
フタル酸ジ-n-ブチルが＜0.5～0.6μg/lであった。
その他のフタル酸エステルは全地点で不検出であっ
た。 
アジピン酸ジ-2-エチルヘキシルの濃度は＜0.01
～0.06μg/lであった。 
農薬では2物質が検出された。濃度は，シマジンが
＜0.01～0.12μg/l，マラチオンが＜0.01～0.05μ
g/lであった。その他の農薬は全地点で不検出であっ
た。 
 
 

 
表２ 水質調査結果 

 
 
3.2 底質 
底質試料の調査結果を表３に示す。 
フタル酸エステルでは11物質が検出された。 
濃度は，フタル酸ジ-2-エチルヘキシルが240～
33,000μg/kg-dry，フタル酸ブチルベンジルが＜10
～77μg/kg-dry，フタル酸ジ-n-ブチルが＜25～78
μg/kg-dry，フタル酸ジシクロヘキシルが＜10～58

μg/kg-dry，フタル酸ジヘキシルが＜10～37μ
g/kg-dry，フタル酸ジメチルが＜10～18μg/kg-dry，
フタル酸ジヘプチルが＜10～530μg/kg-dry，フタル
酸ジノニルが＜10～760μg/kg-dry，フタル酸ジ-n-
オクチルが＜10～77μg/kg-dry，フタル酸ジイソノ
ニルが＜25～600μg/kg-dry，フタル酸ジイソデシル
が＜25～11,000μg/kg-dryであった。その他のフタ

（単位：μg/l）

フタル酸ジ-2-
エチルヘキシル

フタル酸ジ-n-
ブチル

アジピン酸ジ-2-
エチルヘキシル

シマジン マラチオン

1 末広運河先 1.51.51.51.5 <0.5 <0.01 <0.01 <0.01

2 大師運河先 0.50.50.50.5 <0.5 <0.01 <0.01 <0.01

3 夜光運河先 0.60.60.60.6 <0.5 <0.01 <0.01 <0.01

4 桜堀運河先 1.81.81.81.8 <0.5 <0.01 <0.01 <0.01

5 池上運河先 1.21.21.21.2 <0.5 0.050.050.050.05 <0.01 <0.01

6 南渡田運河先 1.41.41.41.4 <0.5 0.020.020.020.02 <0.01 <0.01

7 浮島沖 <0.5 0.50.50.50.5 <0.01 <0.01 <0.01

8 千鳥町沖 <0.5 <0.5 <0.01 <0.01 <0.01

9 川崎航路 9.29.29.29.2 0.50.50.50.5 <0.01 <0.01 <0.01

10 京浜運河千鳥町 <0.5 <0.5 0.060.060.060.06 <0.01 <0.01

11 川崎港防波堤沖 1.61.61.61.6 0.50.50.50.5 <0.01 <0.01 <0.01

12 京浜運河扇町 1.01.01.01.0 0.50.50.50.5 <0.01 <0.01 <0.01

13 扇島沖 3.63.63.63.6 0.60.60.60.6 0.030.030.030.03 <0.01 <0.01

14 多摩川河口先 1.21.21.21.2 <0.5 0.050.050.050.05 <0.01 <0.01

15 三沢川・一の橋 6.56.56.56.5 <0.5 <0.01 <0.01 <0.01

16 五反田川・追分橋 4.34.34.34.3 <0.5 0.010.010.010.01 <0.01 <0.01

17 二ヶ領本川・堰前橋 2.02.02.02.0 0.50.50.50.5 <0.01 <0.01 0.050.050.050.05

18 二ヶ領用水・今井仲橋 <0.5 <0.5 <0.01 <0.01 0.030.030.030.03

19 平瀬川・平瀬橋 1.01.01.01.0 <0.5 0.010.010.010.01 <0.01 0.010.010.010.01

20 麻生川・耕地橋 5.65.65.65.6 <0.5 <0.01 <0.01 <0.01

21 真福寺川・水車橋前 4.44.44.44.4 <0.5 <0.01 0.120.120.120.12 <0.01

22 矢上川・日吉橋 3.93.93.93.9 <0.5 0.010.010.010.01 <0.01 <0.01

注） 表中にない調査項目はすべての地点で不検出であった

調査地点

川崎市公害研究所年報 第 28 号 2001 

 
-１７-



 
ル

2

 

 

川崎市公害研究所年報 第 28 号 2001 
 

酸エステルは全地点で不検出であった。 
アジピン酸ジ-2-エチルヘキシルの濃度は＜10～
8μg/kg-dryであった。 
農薬では2物質が検出された。濃度は，トリフルラ

リンが＜0.5～4.0μg/kg-dry，ペルメトリンが＜0.5
～8.1μg/kg-dryであった。その他の農薬は全地点で
不検出であった。 

表３ 底質調査結果 

 

 

フタル酸ジ
ノニル

フタル酸ジ-n-
オクチル

フタル酸ジイソ
ノニル（mix）

フタル酸ジイソ
デシル（mix）

アジピン酸ジ-2-
エチルヘキシル

トリフルラリン ペルメトリン

1 末広運河先 49494949 <10 600600600600 2400240024002400 28282828 <0.5 <0.5

2 大師運河先 17171717 <10 <25 1800180018001800 15151515 <0.5 <0.5

3 夜光運河先 24242424 <10 <25 2600260026002600 <10 <0.5 <0.5

4 桜堀運河先 760760760760 77777777 <25 11000110001100011000 <10 <0.5 <0.5

5 池上運河先 73737373 <10 <25 5100510051005100 <10 <0.5 <0.5

6 南渡田運河先 72727272 <10 <25 2000200020002000 10101010 <0.5 <0.5

7 浮島沖 10101010 <10 260260260260 320320320320 <10 <0.5 <0.5

8 千鳥町沖 12121212 <10 99999999 <25 <10 <0.5 <0.5

9 川崎航路 13131313 <10 140140140140 <25 <10 <0.5 <0.5

10 京浜運河千鳥町 15151515 <10 <25 1200120012001200 <10 <0.5 <0.5

11 川崎港防波堤沖 <10 <10 <25 <25 <10 <0.5 <0.5

12 京浜運河扇町 27272727 <10 <25 380380380380 <10 <0.5 <0.5

13 扇島沖 11111111 <10 27272727 200200200200 <10 <0.5 <0.5

14 多摩川河口先 13131313 <10 540540540540 270270270270 <10 <0.5 <0.5

15 三沢川・一の橋 <10 <10 130130130130 <25 <10 <0.5 4.64.64.64.6

16 五反田川・追分橋 ― ― ― ― ― ― ―

17 二ヶ領本川・堰前橋 ― ― ― ― ― ― ―

18 二ヶ領用水・今井仲橋 ― ― ― ― ― ― ―

19 平瀬川・平瀬橋 <10 <10 94949494 <25 <10 <0.5 5.05.05.05.0

20 麻生川・耕地橋 <10 <10 520520520520 <25 <10 <0.5 6.16.16.16.1

21 真福寺川・水車橋前 <10 <10 510510510510 <25 <10 4.04.04.04.0 6.86.86.86.8

22 矢上川・日吉橋 47474747 62626262 330330330330 <25 <10 <0.5 8.18.18.18.1

注） 表中にない調査項目はすべての地点で不検出であった

地点番号16～18の地点は底質試料の採取が困難であったため欠測（－）とした

調査地点

（単位：μg/kg-dry）

フタル酸ジ-2-
エチルヘキシル

フタル酸ブチル
ベンジル

フタル酸ジ-n-
ブチル

フタル酸ジ
シクロヘキシル

フタル酸ジ
ヘキシル(mix)

フタル酸ジ
メチル

フタル酸ジ
ヘプチル（mix）

1 末広運河先 5300530053005300 46464646 70707070 <10 <10 <10 150150150150

2 大師運河先 2200220022002200 26262626 42424242 <10 <10 <10 49494949

3 夜光運河先 2800280028002800 41414141 32323232 <10 <10 <10 86868686

4 桜堀運河先 33000330003300033000 <10 29292929 58585858 <10 <10 <10

5 池上運河先 6000600060006000 <10 <25 10101010 <10 <10 <10

6 南渡田運河先 4700470047004700 77777777 63636363 10101010 <10 <10 14141414

7 浮島沖 1200120012001200 27272727 26262626 <10 <10 18181818 76767676

8 千鳥町沖 1100110011001100 49494949 36363636 <10 <10 <10 130130130130

9 川崎航路 510510510510 17171717 <25 <10 <10 <10 <10

10 京浜運河千鳥町 1200120012001200 15151515 78787878 <10 <10 <10 24242424

11 川崎港防波堤沖 240240240240 <10 <25 <10 <10 <10 <10

12 京浜運河扇町 1800180018001800 22222222 <25 <10 <10 <10 60606060

13 扇島沖 380380380380 12121212 <25 <10 <10 <10 41414141

14 多摩川河口先 3200320032003200 32323232 44444444 <10 <10 <10 130130130130

15 三沢川・一の橋 1700170017001700 <10 <25 <10 <10 <10 530530530530

16 五反田川・追分橋 ― ― ― ― ― ― ―

17 二ヶ領本川・堰前橋 ― ― ― ― ― ― ―

18 二ヶ領用水・今井仲橋 ― ― ― ― ― ― ―

19 平瀬川・平瀬橋 620620620620 <10 <25 <10 <10 <10 61616161

20 麻生川・耕地橋 1100110011001100 <10 <25 <10 <10 <10 160160160160

21 真福寺川・水車橋前 1100110011001100 12121212 59595959 <10 37373737 <10 130130130130

22 矢上川・日吉橋 1800180018001800 25252525 42424242 <10 <10 <10 180180180180

調査地点
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４ 考察 
4.1 水質 
全国レベルで行われた調査との比較を表４に示す。 
フタル酸エステル 2 物質及びアジピン酸ジ-2-エチル
ヘキシルは河川と海域の両方で検出されたが，いずれも
環境庁が平成10年度及び平成11年度に実施した｢水環境
中の内分泌攪乱化学物質（いわゆる環境ホルモン）実態
調査結果｣３）,４）（以下，全国一斉調査）および｢化学物質
と環境｣５）（以下，黒本調査）の結果と比較して特に高濃
度の地点はなかった。フタル酸ジ-2-エチルヘキシルの検
出最高濃度（9.2μg/l）は要監視項目の指針値（0.06mg/l）

と比較すると1/6程
題はないと思われる
農薬2物質は河川
限値付近であり，黒
ジンの検出濃度（0
と比較してもかなり
最も高い頻度（1
チルヘキシルについ
比べて河川の方が相
の西部を流域とする
部に比べて外部の方

 
表４ 全国調査との比較（水質） 

 

 

図２ 水質中の化学物質濃度分布 フタル酸ジ-2-エチル

 
4.2 底質 
全国レベルで行われた調査との比較を表５に示す。 
フタル酸ジ-2-エチルヘキシルが調査を行った全地点
から検出された。フタル酸ジ-2-エチルヘキシルは，塩化
ビニル製品の可塑剤として汎用されている物質である。
今回調査したフタル酸エステル20物質の中ではもっとも
多く生産されている6）ため，特に検出頻度が高かったも

のと思われる。全国
がやや高い濃度であ
フタル酸ジイソデシ
と同程度の濃度で検
ル及びアジピン酸ジ
頻度が高い物質もあ
農薬2物質は河川

濃度範囲
(μg/l)

検出頻度
濃度範囲

(μg/l)
検出頻度

濃度範囲
(μg/l)

検

フタル酸ジ-2-
エチルヘキシル

<0.5～9.2 18/22 <0.3～9.9 136/405 <0.3～6.6 4

フタル酸
ジ-n-ブチル

<0.5～0.6 6/22 <0.3～2.3 23/405 <0.3～1.1

アジピン酸ジ-2-
エチルヘキシル

<0.01～0.06 8/22 <0.01～1.8 42/405 <0.01

シマジン <0.01～0.12 1/22

マラチオン <0.01～0.05 3/22

注）　｢－｣は調査されていない項目のためデータなし

川崎市
環境庁全国調査

（平成10年度）
３）

環境庁全国

（平成11年度

－

－

－

－

1

5

10 （単位：μg/l）
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度の濃度であることから，とくに問
。 
のみで検出されたが，濃度は検出下
本調査の濃度範囲内であった。シマ
.12μg/l）は環境基準値（0.003mg/l）
低濃度である。 
8/22）で検出されたフタル酸ジ-2-エ
て，濃度分布を図２に示す。海域に
対的に高い値を示した。河川では市
河川で値が高く，海域では運河の内
が高い値を示した。 

ヘキシル 

一斉調査と比較すると，桜堀運河先
った。また，耐熱性の可塑剤である
ルが，フタル酸ジ-2-エチルヘキシル
出された。その他のフタル酸エステ
-2-エチルヘキシルについては，検出
るが，特に高濃度ではなかった。 
のみで検出され，黒本調査の値は超

出頻度
濃度範囲

(μg/l)
検出頻度

6/170
<3.9～6.8

(H8)
4/33

7/170
<0.2～1.4

(H8)
5/30

0/170 <0.7 0/33

<0.2
(H3)

0/57

<0.06
(H5)

0/51

調査

）
４）

環境省

化学物質と環境
５）
-１９- 
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えているものの特に高濃度の地点はなかった。 
比較的高濃度で検出されたフタル酸ジ-2-エチルヘキ
シル及びフタル酸ジイソデシルの濃度分布を図３～４に
示す。フタル酸ジ-2-エチルヘキシルでは，海域の運河内
部で相対的に濃度が高い傾向が見られた。河川ではどの

地点も同じような濃度であり，流域の違いによる明確な
差は見られなかった。フタル酸ジイソデシルでは，海域
の運河内部で濃度が高い傾向が見られた。河川からは検
出されなかった。

 
表５ 全国調査との比較（底質） 

 

 

図３ 底質中の化学物質濃度分布 フタル酸ジ-2-エチルヘキシル 
 

濃度範囲
(μg/kg-dry)

検出頻度
濃度範囲

(μg/kg-dry)
検出頻度

濃度範囲
(μg/kg-dry)

検出頻度
濃度範囲

(μg/kg-dry)
検出頻度

フタル酸ジ-2-
エチルヘキシル

240～33,000 19/19 <25～210,000 125/152 <25～22,000 41/48
<150～22,000

(H8)
16/33

フタル酸
ブチルベンジル

<10～77 13/19 <10～1,400 10/152 <10～270 24/48
<10～16

(S60)
2/27
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<25～78 11/19 <25～2,000 67/152 <25～810 17/48
<140～580

(H8)
7/30

フタル酸
ジシクロヘキシル
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注）　｢－｣は調査されていない項目のためデータなし
　　　｢化学物質と環境｣については，昭和60年以降のデータを使用した

－ －

－

－

－

－

－

－

－

－

－－

－

－

－

－

－

環境省

化学物質と環境
５）

－

－

川崎市
環境庁全国調査

（平成10年度）
３）

環境庁全国調査

（平成11年度）
４）

－

500

1,000

5,000

10,000 （単位：μg/kg-dry）

-２０- 



 

図４ 底質中の化学物質濃度分布 フタル酸ジイ

 
５ まとめ 
今回の調査で，川崎市内の河川及び海域のフタル酸エ
ステル20物質，アジピン酸ジ-2-エチルヘキシル及び農薬
14物質の濃度分布が把握できた。しかし，SPEED’98に挙
げられている以外にも環境ホルモンの疑いのある化学物
質は数多く存在することから，今後はこれらについても
調査を行い，データを蓄積していく必要があると思われ
る。 
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